
急速に市場参入が相次ぐ「生成AIサービス事業者」向けのAIマネ

タイズ支援を「AI×Monetization」という新たな取り組みとして

強化いたします。これに伴い、導入支援サービスや機能の拡充をあ

わせて実施いたします。

クラウドサービスや光コラボレーション事業者、MVNO通信事業向

けに培った複雑な「従量課金・多層階層管理」のノウハウを生成AI

特有の「トークン消費量」や「GPUリソース」に応じた高度な料金計

算・請求管理へと応用することで、国内における生成AIサービスの

事業化と市場拡大を強力に支援して参ります。

『サブスクリプションをすべてのビジネスに』

事 業 戦 略

※本カタログの記載事項は予告なく変更になる場合がございます。
※本カタログに記載の社名、ロゴ、サービス名、サービスサイト等は各社の商標、及び登録商標、または著作物であり、それぞれの会社に帰属します。 ２０２６年7月版

本　社：

●Tel（代表）： 03-6262-9434　●Fax： 03-6262-9439 

福岡県北九州市小倉北区浅野3丁目8番1号 AIMビル6階 COMPASS小倉203  〒802-0001 httpｓ://www.bplats.co.jp/

東京都千代田区神田練塀町3　ヒューリック秋葉原タワービルディング15階   
ビープラッツ・サブスクリプションセンター（BSC）：

〒101-0022



「AI課金」市場と事業戦略

AI市場の拡大は、AIプラットフォーマ―による成長に留まらず、AIを活用して自己のサービスを

展開する「AI活用事業者」として❶SaaS事業者や❷システム会社による２次市場拡大が更なる市場拡大を

促進します。それらの新規参入事業者にとって、AI時代にこそ「課金」と「契約管理」のプラットフォームが

必要となります。

参入が加速する「AI活用事業者」に対するBplats®の強みを活かした提案活動

AIエージェントの活用などが加速化するなか、AIプラットフォーマーによるAIの料金体系は「固定」から「従量」に

シフトしています。この変化により、AIプラットフォーマーの提供するAIを活用する「AI活用事業者」も

自社の顧客向けに対し、「従量」モデルへの対応が余儀なくされます。

「AI課金」に求められる新たな要件に対応可能なBplats®の優位性

競合他社のサブスクシステムや決済会社システムでは実現できていない、複雑な従量課金モデルへの対応。従量課

金を含む請求書の自動生成、利用者向けマイページでの請求明細の提示など、これまでにクラウドサービス事業者、

携帯（MVNO）事業者、光コラボ（電話明細）事業者等のプラットフォームとして活用を頂いている「Bplats®」の

豊富なパッケージ機能をAI課金においてもご活用いただくことができます。

世界の生成AI市場規模の推移及び予測

国内AIシステムの市場規模（支出額）及び予測

世界のAI市場規模（売上高）は、
2022年には前年比78.4％増の
18兆7,148億円まで成長すると見込
まれており、その後も2030年まで
加速度的成長が予測されています

日本のAIシステム市場規模（支出額
）は、2023年に6,858億7,300万円
（前年比34.5％増）となっており、
今後も成長を続け、2028年には
2兆5,433億6,200万円まで拡大
すると予測されています

（出典）令和６年版情報通信白書
（出典）Next Move Strategy Consulting（Statistaより引用）

（出典）令和６年版情報通信白書
（出典）IDC「2024年 国内AIシステム市場予測を発表」（2024年4月25日）



マイクロソフト賛同のもと
技術特化企業８社による
コンソーシアムを発起。

マーケットプレイスをオープン
（2026.7.8発表）

クウジット株式会社との
業務提携により、

AI 駆動開発支援基盤
「AMANEX」事業を開始
（2026.7.10発表）

主力製品である
「Bplats® Platform Edition」
AI活用事業者向けサービスや

機能強化を推進
（2026.3.10発表）

h t t p s : / /www . a i - c o n s o r t i um . j p / h t t p s : / /www . k o o z y t . c om / s o l u t i o n s / ama n e x h t t p s : / /www . b p l a t s . c o . j p / p r o d u c t _ b p l a t s /



会社概要

ビープラッツ株式会社 （Bp l a t s ,  I n c .）会 社 名

h t t p s : / /www . b p l a t s . c o . j p /

東京センチュリー株式会社
役員・従業員    ほか

U R L

2006年11月17日会社設立

主な株主
（順不同）

４３８１　（東京証券取引所グロース市場）証券コード

【本社】　
〒1 0 1 - 0 0 2 2　
東京都千代田区神田練塀町3　
ヒューリック秋葉原タワービルディング1 5階
【電話 ( 営業代表 ) 】 0 3 - 6 2 6 2 - 9 4 2 5

【サブスクリプションセンター】
〒8 0 2 - 0 0 0 1
福岡県北九州市小倉北区浅野3 - 8 - 1 　
A I Mビル 6階  C O M P A S S小倉 2 0 3
【電話 ( 九州代表 ) 】 0 9 3 - 5 1 2 - 3 8 8 8

所 在 地

皆さまの日頃よりのご支援ご高配を心より感謝申し上げます。

当社は、創立当初からの事業ミッションである『サブスクリプシ
ョンをすべてのビジネスに』という「サブスクリプションをどのよ
うにつくるのか、管理をするのか」というテーマから、「サブスク
リプションを前提として、それをどのように使いこなしていくの
か」という新しい時代への変化にあわせ、『新しいつながり、新し
いデジタル共創』を新たなミッションとして事業活動を行ってお
ります。
「サスティナブルな社会の実現」、「デジタルを活用した社会課
題の解決」、「Society 5.0時代のスマートな社会」といったデ
ジタル・ITを活用した新しい社会への提案を汎用性の高いビジ
ネスプラットフォームを提供することで推進して参ります。
これまでに培った技術をもとに、今後もお客様の様々なニーズ
に応え、高付加価値なサービスの提供を通じて、更なる企業価
値の向上に努めてまいります。

皆様に於かれましては、引き続き、変わらぬご理解ご支援を賜り
ますよう、心よりお願い申し上げます。

マネージメント

藤田健治
代表取締役社長

宮崎琢磨
取締役副社長

花輪正一
取締役CTO

伊藤淳一
取締役副社長CFO

1992年 三井物産㈱入社。日本ユニシス、シマンテック
などIT分野を担当。2002年 ライセンスオンライン㈱
を設立、代表取締役社長。2006年 三井物産㈱を退職。
2006年11月 ビープラッツ㈱を設立し、代表取締役社
長に就任（現職）。2018年4月 東証マザーズに上場。
東京工業大学卒、1969年生。
自称「日本で一番サブスクリプションを知る男」

プログラマを経て、1998年ソニー㈱に入社。VAIO事業
に中核メンバーとして参画しプロ デューサとして、映像・
音楽・ネットワーク・ソフトウェアの領域を中心に、PDA事
業、音楽配信事業など多分野にわたりビジネス開発の経
験を持つ。 ライセンスオンライン㈱戦略開発事業部長。
ビープラッツ㈱設立に参加。取締役CFO等を経て、
2018年6月より取締役副社長に就任（現職）。
東京大学卒、1972年生。

システム開発会社などでのWebアプリケーション開発の
経験を経て、2002年よりライセンスオンライン㈱での
技術責任者として活躍。ビープラッツ㈱設立当初より、
Bplats®の開発責任者として参画し、開発本部 部長、
執行役員CTOを経て、2017年6月より取締役CTO、
2021年6月より取締役CDO、202６年１月より
取締役CTOに就任、（現職）。
電気通信大学卒、1978年生。

1987年㈱第一勧業銀行（現　㈱みずほ銀行）入行。
本部企画・管理系業務、大企業営業など幅広く活躍、同行の
個人向ポイントサービスシステムの開発では実用新案登録
も行う。2016年東京センチュリーリース㈱（現　東京セン
チュリー㈱）入社、オートビジネスの営業統括を担当。
2019年6月に当社取締役CFO、2021年6月より取締役
副社長CFOに就任（現職）。
東京大学卒、1963年生。　

妹尾良祐
営業本部 本部長

人材紹介会社や食品原料メーカーにて法人営業を経験。
2011年3月に当社入社し、Bplats®の営業担当として
大手企業をはじめとしてクライアントを担当。2021年に
カスタマーサクセス部の新設に伴い、部門の立ち上げか
らサポート体制の構築の経験を経て、2025年4月に
営業本部 本部長に就任(現職)
國學院大学卒、1984年生。
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